
制御構文（ブロックの概念、
if文、for文、while文）
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BMIの計算
プログラムの処理の流れ

構造化プログラミング

制御構文：逐次、選択、繰り返し

選択（if文とelse文）
if文の簡単な例
条件式の書き方（１）

条件式の書き方（２）

if文はelif文で連結できる
繰り返し（while文）
while文による無限ループ
繰り返し（for文）
シーケンスとrange関数

Pythonを業務で活用しよう
xlwings
インストールレスのPython
環境の紹介（Google 
Colaboratory）
課題３−１：数値型の課題
課題３−２：文字列型の課題
課題３−３：リストの課題
課題３−４：ディクショナリの
課題

課題３−５：if文の課題
課題３−６：for文の課題
課題３−７：range関数の課題
課題３−８ ：リストと辞書の課
題
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BMIを計算する
BMIとは、Body Math Indexの略で、体重と身長から太っている
か痩せているかを判断する指標です。

BMIが25.0以上：太っている
BMIが18.5以上25.0未満：普通
BMIが18.5未満：痩せている

BMIの計算式は BMI = 体重（kg）÷身長（m）÷身長（m） です。
下記の囲みを追加して、さらに[ここを考える]を完成させて、BMIを計算
してください。

身長や体重を自分や架空の数値に置き換えて、計算してみてください。

ここを考える
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Pythonで記述した命令（処理）は、どのような順番で実行
されるのでしょうか？
原則として命令は上から下に順番に実行されます（逐次実行）

同じ命令を繰り返し実行したい場合や、条件によって実行する
命令を切り替えるにはどうしたらよい？

制御構文を使う

処理の順番
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1960年代・・・「ソフトウェア危機」が叫ばれ始めた

エズガー・ダイクストラ（E. W. Dijkstra）
主著：「構造化プログラミング」/1968年
構造化定理
プログラムの流れを３つの基本制御構造（逐次、選択、繰返し）の組み
合わせで表現

GOTOレス（やたらめったらジャンプしない）
プログラムは、制御の流れに対して、１つの入り口と出口を持つ

逐次(sequence)：
命令A,Bを順番に実行

選択(selection, if-then-else)：
条件Pの真偽により、命令A,Bの実行を選択

繰返し(iteration, do-while)：
条件Pが真である間、命令Aを繰り返し実行
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Pythonにおいても３つの制御構文を組み合わせ
てプログラムの流れ（フロー）を記述する。

!

"

!
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#

$

逐次
選択

繰返し

if else

while / for

! "

#
$ %
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if文により、条件によって実行する処理を切り替えること
ができます。
構文 if  条件式 :

条件式が成り立つ場合に実行する処理１
条件式が成り立つ場合に実行する処理2
・・・

else :
条件式が成り立たない場合に実行する処理１
条件式が成り立たない場合に実行する処理２
・・・

条件によって実行したい処理の塊を「ブロック」と呼びます。

ブロックはカッコなどで囲んで範囲を表すのではなく、行頭を等しく字下
げすることで範囲を表します。

成り立たない場合の処理はelse文のブロックに書きます。成り
立たない場合の処理がなければelse文とそのブロックは不要
です。

7

ブロックは
行頭を等しく
字下げします
（インデント）

成り立つ場合に実行されるブロック

成り立たない
場合に実行さ
れるブロック
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if文を使って、BMIが25.0以上の場合に太っていることを表示し、さ
らにダイエットを促すメッセージを表示します。

字下げ（インデント）を入れるには、Tabキーが便利です。

taijyuやshinchoの値を変化させて、if文が機能していることを確かめてみま
しょう。

ifのブロックは
この２行です。

elseのブロックは
この２行です。
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条件式は比較演算子と論理演算子を組み合わせて記述します。
比較演算子

２つの変数・定数同士の大小関係を比較する演算子です。

補足：「=」は代入を表す代入演算子なので、等しいかどうかを判定するため
の演算子は「=」を２つ重ねて記述します。

Python独特の記法も
Pythonでは、３つの変数・定数同士の大小関係を比較することも可能となっ
ています。

例： a < b <= c  など

比較演算子 読み方 使い方
== 等しい a == b
< 小なり a < b
> 大なり a > b
<= 以下 a <= b
>= 以上 a >= b
!= 等しくない a != b
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論理演算子
複数の条件式を組み合わせて、より複雑な条件を表すときに使う演算子です。

orよりもandが先に評価されるので、orを先に評価したい場合は丸括弧()で囲み
ます。

例１・・・if a == 1 or b == 1 and c == 1:
aが１か、bが１かつcが１ならば成り立つ

例２・・・ if (a == 1 or b == 1) and c == 1:
aが１またはbが１であり、かつcが１ならば成り立つ

条件式と真偽（bool）型
実は、条件式を記述すると、その条件式が成り立つ場合は真偽型のTrueが、成
り立たない場合はFalseが返ってきます。if文では、そのTrueやFalseをもとに実行
するか否かを判断しています。

論理演算子 働き 使い方の例 意味
and かつ a >= 10 and a != 50 aは10以上かつ50でない
or または a == 1 or b == 1 aは1またはbは1
not でない not a == 100 aは100以外

True または False
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elif文を使うことで、if文が成り立たなかった後で、
追加の条件式を評価することができます。

例：

if 条件式１: 
ブロック1

elif 条件式２：
ブロック２

else：
ブロック３
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while文により、繰り返し処理（ループ処理）を記述するこ
とができます。
ある条件式が成り立っている間だけ、ブロックに書かれた処理
を繰り返し実行します。

構文 while  条件式 :
条件式が成り立つ場合に実行する処理１
条件式が成り立つ場合に実行する処理2
・・・

例：Helloを10回表示する

ブロックは
行頭を等しく
字下げします
（インデント）

成り立つ場合に繰り返し実行されるブロック

i = 0

i < 10
Hello!
i += 1

真 偽
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while文では条件式がTrueの場合に処理を繰り返します。従って、条件式にTrue
を指定すると、処理が常に繰り返されます（無限ループ）。

無限ループはプログラムが終了せず暴走す
ることになるため注意が必要です。

break文
無限ループであっても、適切にbreak文を使用することで無限ループから抜け出す
ことができます。

if文とbreak文を併用することで、複雑な繰り返し条件の指定が可能になります。
continue文

continue文はそれ以降の処理を省略してループ処理の先頭に戻す文です。
break文と同様に、複雑な繰り返し処理の記述が可能になります。

breakの例 continueの例

- 14 -

for文では、シーケンスから要素を1つずつ取り出して、要
素がなくなるまで処理を実行します。
シーケンスとは？
複数の要素を持ちインデックスで要素の指定ができるデータ型の総称
で、文字列、リスト、タプルが該当します。

構文 for  要素を取り出す変数 in シーケンス :
要素ごとに実行する処理１
要素ごとに実行する処理2
・・・

例：

ブロックは
行頭を等しく
字下げします
（インデント）

シーケンスの要素が無くなるまで繰り返し実
行されるブロック

結果はどちらも同じ
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for文を使って0から100まで繰り返したい場合、シーケン
スをリストで記述するのは効率的ではありません。
例：[0, 1, 2, ・・・, 100]と長々と記述するのはナンセンス

range関数を使うと、シーケンスを楽に記述できます。
構文：range([開始],終了,[ステップ])
ここで、[]は省略可能ですが、終了はシーケンスで実行したい
末尾の数+1を設定します。
ステップは、幾つおきに増加させるかの設定です。

例：
range(100) → [0, 1, 2,・・・, 99]
range(0, 100, 2) → [0, 2, 4,・・・, 98]
range(0, 101, 5) → [0, 5, 10,・・・, 100]
range(1, 101, 5) → [1, 6, 11,・・・, 96]
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Pythonには、Excelと連携させるためのモジュール
（追加機能）がいくつか公開されています

Excelで作成したファイルを読み書きするモジュール
openpyxl

Excelのファイルを読み込んで、シートやセルの操作が可
能です

pandas
本来はデータ分析用のモジュールですが、Excelファイル
の読み書きにも対応しています

Excel自体と連携するモジュール
xlwings

Excelを開きながらPythonでExcelを操作できます
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Excelを開きながらPythonでExcelを操作できるモ
ジュール（追加機能）です。

xlwingsを使用するには、インストールが必要です。
spyderのコンソール画面で、モジュールのインストー
ルコマンドを打ち込みます。

最後にEnterキーで実行
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あらかじめ、Excelを起動して、データを入力しておきます

xlwingsを使用すると、セルの値がRange（”セル名”）.value
で読み書きできます

読み

書き
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for文で連番を入力する例
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Webブラウザを使ってPythonプログラムの作成と
実行ができます
要：Googleアカウント

Edge/Chrome/Safariを起動する
google colabで検索する
下記リンクを開く

「ファイル」「ノートブックを新規作成」
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Google Colaboratoryでは、ノートブックという単位でプロ
グラムを記述します。

セルという枠にコードを入力します。
コード以外にもテキスト（メモ書き）を入力するセルを追加でき
ます。

コードを実行するには、セル左の ボタンか、下記の
キーを押します。
実行： Ctrl+Enter
実行と新たなセルの追加：Shift+Enter

コードやテキストを
入力するセル

コードセル、テキス
トセルの新規追加

セルの削除

コードの実行
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A案、B案、C案があり、それぞれの案を支持する人数を
集計したところ、A案が142名、B案が46名、C案が78名と
なりました。

A案を支持する人数は、全体の何パーセントか計算して、
結果を表示してください。
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課題３−１の結果のパーセントの数値の右に「パー
セント」と表示してください。
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リストxの末尾に、リストyの内容を追加してください。
追加後、リストxの要素の並び順を逆にしてください。
最後に、リストxの内容をprint関数で表示してください。
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input関数は、キーボードから入力した文字を取得できる
関数です。下記の例では、入力した文字がkeyに代入さ
れます。

keyとして「車名」や「メーカー」「年式」が入力されたと仮
定して、carディクショナリから対応する値を表示してくださ
い。
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if文の簡単な例（p8）について、下記の表示となる
ように修正してください。

bmiが25.0以上ならばp8と同様に「あなたは太ってい
ます。」「ダイエットを始めましょう。」と表示します。

それ以外において、bmiが18.5以上ならば「あなたは
普通です。」「ダイエットは不要です。」と表示します。

さらにそれ以外ならば「あなたは痩せています。」
「もっと栄養を摂りましょう。」と表示します。
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P12に示したwhile文による「Helloを10回表示す
る」をfor文で書き変えてください。

for文では？
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下記のシーケンスによる繰り返しを、range関数を
使って記述してみましょう。

range関数を使うと？
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上記コードが与えられたとします。nに0が入力されたならば「静岡
（しずおか）」、1ならば「浜松（はままつ）」、2ならば「沼津（ぬまづ）」
と出力してください。

解説とヒント：
input関数は、キーボードから文字を入力できる関数です。上記の例では、入力
された文字がnに代入されます。
nに代入されるのは数値ではなく文字なので、リストのインデックスとして用いる
ためには数値に変換する必要があります（int関数を使う）。


